
本市の総合計画の沿革と市政のあゆみ 
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仙台市総合計画 

基本構想（昭和 45年[1970年]９月議決） 

基本計画（昭和 44年[1969年]11月策定） 

仙台市総合計画 

基本構想（昭和 55年[1980年]６月議決） 

基本計画 

「２１世紀の健康都市をめざして」 

（昭和 56年[1981年]３月策定） 

仙台市総合計画２０００ 

（２１世紀をめざして） 

基本構想（昭和 61年[1986年]６月議決） 

基本計画（昭和 62年[1987年]３月策定 

／平成２年[1990年]３月改定） 

仙台市基本構想「２１世紀都市・仙台」 

（平成９年[1997年]３月議決） 

仙台市基本計画「仙台 21プラン」 

（平成 10年[1998年]２月策定） 

 

「ひとが輝く杜の都・仙台」総合計画 2020 

仙台市基本構想（平成 23年[2011年]３月議決） 

仙台市基本計画（平成 23年[2011年]３月議決） 

 

＜想定＞ 

新仙台市総合計画 

基本計画（2020年度中の策定を目指す） 

計

画 

期

間

等 

総合計画目標年次：昭和 60年[1985年] 

総合計画計画期間：昭和 44年[1969年] 

～60年[1985年] 

（おおむね 20年間） 

基本構想目標年次：昭和 65年[1990年] 

基本計画計画期間：昭和 56年[1981年] 

～65年[1990年] 

（10年間） 

基本構想目標年次：昭和 75年[2000年] 

基本計画計画期間：昭和 62年[1987年] 

～75年[2000年] 

（14年間） 

基本構想目標年次：21世紀中葉 

基本計画計画期間：平成 10年度[1998年度] 

～22年度[2010年度] 

（13年間） 

基本構想目標年次：21世紀中葉 

基本計画計画期間：平成 23年度[2011年度] 

～32年度[2020年度] 

（10年間） 

＜想定＞ 

基本計画計画期間：2021～2030年度 

（10年間） 

都

市 

像 

「仙台都市圏の基盤の上にこれらすべて

の都市像の総合化を図り、個性的で魅力

ある健康な百万都市・仙台を建設する」 

1 拠点都市・仙台 

2 文化都市・仙台 

3 産業都市・仙台 

4 福祉都市・仙台 

「本市は、市民とともに 21 世紀に躍進する

『健康な百万都市』をめざし、これを次の四

つの都市像の上に構築する」 

1 拠点都市・仙台 

2 新しい杜の都・仙台 

3 高福祉都市・仙台 

4 文化都市・仙台 

「『都市と自然が調和する杜の都のすぐ

れた環境のもとに東北の発展を担う中枢

都市の実現』をめざし、次の都市像を構

築する」 

1 新しい杜の都 

2 健康福祉都市 

3 産業・情報都市 

4 国際学術都市 

5 教育・文化都市 

 

「市民主体の創造的な都市づくりを基調に

据え、21 世紀中葉に到達すべき仙台の都市

像を次のように定め、それらが調和・融合し

た 21世紀都市・仙台をめざす」 

1 やさしさと健やかさに満ちた市民のま

ち・仙台―やすらぐまち― 

2 地球環境時代を先導する悠久の杜の都・仙

台―うるおう杜― 

3 地球的交流の要となる新しい中枢都市・仙

台―にぎわう都― 

4 未来を創造する世界の学都・仙台―かがや

く人― 

「仙台が培ってきた都市の個性を、市民と行政の

協働によって発展させた姿として、誰もが心豊か

に暮らし続けることができる都市『ひとが輝く杜

の都・仙台』をめざす」 

1 未来を育み創造する学びの都－未来につなぐ多

様な価値や個性を創り続ける輝く学都－ 

2 支え合う健やかな共生の都－やすらぎに満ち、

心豊かな暮らしを支える安心・健康都市－ 

3 自然と調和し持続可能な潤いの都－低炭素型

の都市システムを持ち、魅力的で暮らしやすい

杜の都－ 

4 東北を支え広く交流する活力の都－魅力と活

力にあふれ、世界とつながる中枢都市－ 

未定 
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    平元（1989） 平 10  平 20  平 30   
            

            

            

 

第 5次編入合併－昭 31[1956] 

仙台空港開港－昭 32[1957] 

定禅寺通ｹﾔｷ植栽－昭 33[1958] 

健康都市宣言－昭 37[1962] 

新産業都市指定－昭 39[1964] 

市役所本庁舎完成－昭 40[1965] 

八木山動物公園開園－昭 40[1965] 

人口 50万人突破－昭 42[1967] 

公害市民憲章制定－昭 45[1970] 

仙台港開港－昭 46[1971] 

杜の都の環境を作る条例－昭 48[1973] 

広瀬川の清流を守る条例制定－昭 49[1974] 

東北自動車道供用開始－昭 50[1975] 

市電廃止－昭 51[1976] 

新仙台駅開業－昭 52[1977] 

宮城県沖地震－昭 53[1978] 

防災都市宣言－昭 54[1979] 

戦災復興記念館開館－昭 56[1981] 

東北新幹線開業－昭 57[1982] 

宮城県ｽﾊﾟｲｸﾀｲﾔ対策条例制定－昭 60[1985] 

台風第 10号－昭 61[1986] 

光のﾍﾟｰｼﾞｪﾝﾄ開催－昭 61年[1986] 

地下鉄南北線開業－昭 62[1987] 

第 6・7次編入合併－昭 62～63[1987～88] 

政令指定都市－平元[1989] 

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ・ｺｽﾓｽ研究機構設立 

－平元[1989] 

‘89 ｸﾞﾘｰﾝﾌｪｱせんだい開催 

－平元[1989] 

仙台ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ開催－平 3[1991] 

ｼﾞｬｽﾞﾌｪｽ開催－平 3[1991] 

仙台国際ｾﾝﾀｰ開館－平 3[1991] 

仙台東部道路開通－平 6[1994] 

杜の都の風土を育む景観条例制定 

－平 7[1995] 

環境基本条例制定－平 8[1996] 

ひとにやさしいまちづくり条例制定－平 8[1996] 

秋田新幹線開業－平 9[1997] 

人口 100万人到達－平 11[1999] 

ﾍﾞｶﾞﾙﾀＪﾘｰｸﾞ参入－平 11[1999] 

市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ開館－平 11[1999] 

ISO14001認証取得－平 11[1999] 

せんだいﾒﾃﾞｨｱﾃｰｸ開館－平 13[2001] 

仙台国際音楽ｺﾝｸｰﾙ開催－平 13[2001] 

仙台北部道路開通－平 14[2002] 

楽天ﾌﾟﾛ野球参入－平 17[2005] 

仙台 89ERS bj ﾘｰｸﾞ参入－平 17[2005] 

仙台ｸﾗｼｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催－平 18[2006] 

学都仙台ｺﾝｿｰｼｱﾑ設立－平 18[2006] 

仙台空港ｱｸｾｽ鉄道開業－平 19[2007] 

岩手・宮城内陸地震－平 20[2008] 

仙台北部道路が東北自動車道と連結－平 22[2010]  

東北新幹線青森延伸－平 22[2010] 

東日本大震災－平 23[2011] 

復興大学設立－平 23[2011] 

東北六魂祭開催－平 23[2011] 

台風第 15号－平 23[2011] 

楽天日本一－平 25[2013] 

市立病院移転－平 26[2014] 

仙台市協働まちづくりの推進に関する条例制定－平 27[2015] 

Ｇ７仙台財務大臣・中央銀行総裁会議開催－平 28[2016] 

「伊達な文化」日本遺産認定－平 28[2016] 

北海道新幹線開業－平 28[2016] 

防災・減災のまち推進条例制定－平 29[2017] 

東北大学新ｷｬﾝﾊﾟｽ移転完了－平 29[2017] 

世界防災ﾌｫｰﾗﾑ開催－平 29[2017] 

震災遺構仙台市立荒浜小学校公開－平 29[2017] 

第 3回国連防災世界会議開催－平 27[2015] 

関東東北豪雨－平 27[2015] 

地下鉄東西線開業－平 27[2015] 

東北学院大学五橋ｷｬﾝﾊﾟｽ移転－2023頃 

次世代放射光施設運転開始－2023頃 
� 

 

           

            

 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ－昭 39[1964] 

札幌冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ－昭 47[1972] 

沖縄返還－昭 47[1972] 

第一次ｵｲﾙｼｮｯｸ－昭 48[1973] 

第二次ｵｲﾙｼｮｯｸ－昭 53[1978] 消費税法施行 3％－平元[1989] 

ﾍﾞﾙﾘﾝの壁崩壊－平元[1989] 

ﾊﾞﾌﾞﾙ経済の崩壊－平 2[1990] 

ＥＵ発足－平 5[1993] 

地方分権推進法制定－平 7[1995] 

 

2002FIFA ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ開催－平 14[2002] 

三位一体改革－平 16～18[2004～2006] 
ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ－平 20[2008] 

消費税 8％－平 26[2014] 

仙台防災枠組 2015-2030－平 27[2015] 

ﾊﾟﾘ協定－平 27[2015] 

2030 ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ－平 27[2015] 

 

元号改正－2019 

東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ－2020 

阪神淡路大震災－平 7[1995] 

京都議定書－平 9[1997] 

消費税 5％－平 9[1997] 
 

 

全国の人口動態（割合は年齢不詳を除く） 
 

◆人口：       平 27 年[2015 年] 1 億 2,709 万人  

⇒ 平 62 年[2050 年] 1 億 0,192 万人 

◆年少人口割合：   平 27 年[2015 年] 12.6％ 

⇒ 平 62 年[2050 年] 10.6％ 

◆生産年齢人口割合： 平 27 年[2015 年] 60.7％ 

⇒ 平 62 年[2050 年] 51.8％ 

◆高齢人口割合：   平 27 年[2015 年] 26.6％ 

⇒ 平 62 年[2050 年] 37.7％ 

出典：国立社会保障・人口問題研究所（2018）「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」 

基本構想(平 9[1997]～21 世紀中葉) 

基本計画(平 10～22[1998～2010]) 

基本構想(平 23[2011]～21 世紀中葉) 

基本計画(平 23～32[2011～2020]) 

＜想定＞新総合計画(2021～2030年) 

震災復興計画(平 23～27[2011～2015]) 

政策重点化方針 2020(平 28～32[2016～2020]) 

昭 50(1975) 昭 60(1985) 平 22(2010) 平 12(2000) 2020 

基本構想(昭 45～60[1970～1985]) 

基本計画(昭 44～60[1969～1985]) 

基本構想(昭 55～65[1980～1990]) 

基本計画(昭 56～65[1981～1990]) 

基本構想(昭 61～75[1986～2000]) 

基本計画(昭 62～75[1987～2000]) 

2030 
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